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あけましておめでとうございます。
昨年は記録的猛暑で高温障害やカメムシ類などの多発により、
農作物に多大な影響がもたらされ、農業者のみなさまは大変ご苦労されたと思います。

今年は巳年「これまで努力してきたことが、実を結び始める年」だといわれています。
今までの努力が報われることを期待しております。

さて、１面で取り上げましたとおり、愛知県で関西茶品評会が開催され、てん茶部門で見事、西尾
市生産者が農林水産大臣賞を受賞、さらに西尾市は産地賞も受賞されました。これは、生産者の方々
のたゆまぬ努力や、関係機関・団体の協力による賜物であると思います。

農業改良普及課は、今年も引き続き、農家の皆様に寄り添い、経営の安定、地域の活性化、産地の
収益力向上に向けて、支援してまいります。
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また、２位から４位までも西尾市の農家が
受賞し、成績優秀な市町村に送られる産地賞
の１位を西尾市が受賞する最高の結果となり
ました。さらに、茶業の振興と発展に功労が
あったとして稲垣拓康さん（西尾市）が関西
茶業功労者として表彰されました。

第76回 関西茶品評会

農林水産大臣賞・産地賞を受賞！

第76回関西茶品評会が令和６年7月31日から８月２日にかけて愛知県で開催され、
（有）不老園（西尾市）の小林晋弥さんが栄えある農林水産大臣賞に輝きました。
てん茶部門には愛知県の他に京都府や奈良県等から128点の出品があった中での1等1席
となります。

農林水産大臣賞に輝いた小林晋弥さん（右）

本大会で「西尾のてん茶」の品質が高いレ
ベルであることが認められました。今後も上
質な西尾のてん茶生産が期待されます。



愛知県農業三士認定式

１１月２１日に愛知県庁正庁において
農業三士認定式（農業経営士、農村生活アドバイザー、青年農業士）が開催され、
西三河地域から合計２１名の方が新たに認定されました。

農業経営士（１５名）

岡崎市

木俣雅人 さん

碧南市

禰冝田 諭 さん

碧南市

森田 雅希 さん

碧南市

加藤活志 さん

碧南市

永坂 康博 さん

安城市

稲垣 巨樹 さん

西尾市

稲垣 辰夫 さん

西尾市

半田 孝則 さん

西尾市

髙須 幸一 さん

西尾市

榊原 研一 さん

碧南市

小笠原 諭 さん

西尾市

織田 和弘 さん



農村生活アドバイザー（２名）

碧南市

鈴木美都 さん

安城市

沓名 さか江 さん

青年農業士（４名）

碧南市

川隅遼太 さん

安城市

成瀬 桂太 さん

西尾市

鈴木 悟史 さん
西尾市

牧 巧 さん

副知事あいさつの様子

西尾市

星野浩史 さん

西尾市

勝田 竜太 さん

幸田町

村田 真吾 さん



NBAセミナーを開催

JAあいち経済連から「農薬の基礎知識」の講演、

青年農業士から「新規就農者に向けて」の言葉の

後、講師も交えて意見交換会が行われました。

参加者からは、「農薬ラベルの使用方法だけでな

く、ドリフト（飛散）やタンクの洗浄等にも注意

しなければいけないと思った」、「RACコードを

意識したローテーション防除を心掛けたい」等と

いう声が聞かれました。意見交換会では、講師も

交え病害虫防除やパート管理に関する積極的な意

見交換がされ、有意義な研修会になりました。

農業改良普及課は11月26日に愛知県立農業大学校で、新規就農者の早期自立と仲
間づくりを目的としたNBA セミナー(新規就農者育成総合対策等受給者地域定着支援
セミナー)を開催し、新規就農者14名が参加しました。

セミナーを熱心に聞く新規就農者

～西三河地域の新規就農者が「農薬の基礎知識」を学ぶ～

60周年記念式典の様子

安城市温室園芸組合

創立60周年記念式典を開催

花き生産者43名が所属する安城市温室園芸
組合は、今年創立60周年を迎えました。これ
を記念し、８月28日にアンフォーレにおいて
記念式典を開催しました。組合員、市場関係
者、業者、農協、来賓をあわせ総勢85名が出
席し、盛大に執り行われました。

石川組合長からは「鉢物業界は作れば売れ
た時代から売り込む時代へと変わってきたが、
100周年を目指し組合員一丸となって頑張って
いきたい」と決意表明がありました。式の終
盤には、若手組合員が作成した動画で、組合
員の商品やこれまでの活動が紹介されました。

組合公式インスタグラム

組合では、SNS発信による植物のPRに力を入れています。
公式インスタグラムでは植物の育て方や、イベント告知な
どを発信しています。是非ご覧ください。


